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第９回蒲郡市産業振興会議 会議録 

開催日時 令和６年１０月１５日（火）午後２時～午後４時 

開催場所 蒲郡市役所本館３階３０３会議室 

出席者 

【蒲郡市産業振興会議委員】（敬称略） 

蒲郡商工会議所 会頭 
小澤素生 

（株式会社ニデック 代表取締役社長） 

蒲郡市観光協会 会長 
杉山和弘 

（株式会社明山荘 代表取締役社長） 

蒲郡市農業協同組合 代表理事組合長 
鈴木茂正 

（蒲郡市農業協同組合 代表理事組合長） 

蒲郡鉄工会 会長 
近藤昌泰 

（株式会社近藤鐵工所 代表取締役会長） 

蒲郡金融協会 代表 
河合修治 

（蒲郡信用金庫 常務理事） 

株式会社金トビ志賀 代表取締役 志賀重介 

株式会社ミスコンシャス 代表取締役社長 小山絵実 

愛知大学 地域政策学部教授 戸田敏行 

豊橋技術科学大学 
大学院工学研究科 

機械工学系教授 
髙山弘太郎 

愛知工科大学 
工学部機械システ

ム工学科教授 
渡部吉規 

蒲郡市 産業振興部部長 池田高啓 

【欠席者】 

蒲郡市漁業振興協議会 会長 
小林俊雄 

（三谷漁業協同組合 代表理事組合長） 

小池商事株式会社 代表取締役社長 小池高弘 

稲葉製綱株式会社 取締役専務 稲葉千穂子 

【説明者】 

蒲郡商工会議所 中小企業相談所長 松岡祐志 

【事務局】 

蒲郡市 産業振興部産業推進監兼農林水産課長 永島勝彦 

蒲郡市 産業振興部観光まちづくり課長 鈴木直美 

蒲郡市 産業振興部産業政策課長 竹村太郎 

他６名 

議事保存 第８回蒲郡市産業振興会議録の保存 

議題 
⑴  蒲郡市内企業等に対するアンケート調査報告について（資料１） 

⑵  令和６年度産業振興施策の進捗状況について（機構順） 
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 ア 観光まちづくり課 

(ｱ) 農水間連携によるコンテンツ創造プロジェクト（資料２） 

【蒲郡市産業振興促進プロジェクト２】 

(ｲ) サテライトオフィス誘致による観光地活性プロジェクト 

【蒲郡市産業振興促進プロジェクト３】 

(ｳ) 映画「わたのまち（仮）」制作について（資料３） 

【基本戦略０２挑戦への支援：地域経済循環の促進】 

【基本戦略０３連携の推進：観光と多様な産業の連携】 

 

イ 農林水産課 

  (ｱ) 地域計画策定（資料４） 

    【基本戦略０１柔軟性の強化：経営基盤の強化】 

  (ｲ) 知柄漁港及び周辺エリア整備基本構想策定（資料５） 

    【基本戦略０２挑戦への支援：地域経済循環の促進】 

 

 ウ 産業政策課 

  (ｱ) 次世代につなぐ地場産業活性化プロジェクト（資料６） 

    【蒲郡市産業振興促進プロジェクト１】 

  (ｲ) がまごおり産業創造プラットフォーム構築プロジェクト（資料７） 

    【蒲郡市産業振興促進プロジェクト４】 

  (ｳ) 企業用地適地調査（資料８） 

    【基本戦略０１柔軟性の強化：雇用創出の促進】 

 

⑶ 委員所属団体の取組み事例について 

 ア 豊橋技術科学大学（資料９） 

 イ 蒲郡市漁業振興協議会（資料１０） 

 ウ 蒲郡金融協会（資料１１） 

 エ 蒲郡商工会議所（資料１２） 

 

⑷その他 

会議資料 

・議事次第 

・資料１ 蒲郡市内企業等に対するアンケート調査報告書 

・資料２ 農水観連携によるコンテンツ創造プロジェクトの概要 

・資料３ 映画「わたのまち（仮）」制作の概要 

・資料４ 地域計画策定の概要 

・資料５ 知柄漁港及び周辺エリア整備基本構想策定の概要 

・資料６ 次世代につなぐ地場産業活性化プロジェクトの概要 

・資料７ がまごおり産業創造プラットフォーム構築プロジェクトの概要 
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・資料８ 企業用地適地調査の概要 

・資料９ 「豊橋技術科学大学」報告資料 

・資料１０ 「蒲郡市漁業振興協議会」報告資料 

・資料１１ 「蒲郡金融協会」報告資料 

・資料１２ 「蒲郡商工会議所」報告資料 

・蒲郡市産業振興会議委員名簿 

・座席表 

・意見提出用紙 

会議内容 

１ 開会 

 〇 会議の注意事項 

 〇 配布資料説明 

 

２ 第８回蒲郡市産業振興会議録の保存 

 〇 戸田会長、髙山副会長による署名 

 

３ 議事 

  今回は、「蒲郡市内企業等に対するアンケート調査報告について」、「令和６年度産業

振興施策の進捗状況について」、「委員所属団体の取組み事例について」の３点の議題が

挙げられています。それでは、「蒲郡市内企業等に対するアンケート調査報告について」

事務局から説明をお願いします。（会長） 

 

 （１）蒲郡市内企業等に対するアンケート調査報告について 

  ・ 産業政策課から蒲郡市内企業等に対するアンケート調査の報告 

 

  ・ ありがとうございました。ご関心のあるところについて委員から、挙手いただい

てコメント及びご質問をいただきたいと思います。（会長） 

 

  ・ アンケートを行った目的をお聞きしたい。もう１点、事業用地の不足が６１０社

中１５社とあるが、１５社については把握されているのか、また、１５社について

産業政策課として行動していることはあるか。（委員） 

→ アンケートの目的につきましては、調査報告書の通りで、今後の産業振興施策

の基礎資料とさせていただくものである。６１０社中、事業用地の不足に回答いた

だいた１５社の企業様に関しては、比率的には２．５％という形でかなり少ない

が、１５社が土地を探しているということに対しては非常に重く受けとめている。

この中には、製造業が中心ではあるが、サービス業の方で用地が不足しているとい

う回答もある。製造業に限らず、まずはお話を聞くところから進めていきたいと考

えている。（事務局） 

 

  ・ アンケートについて、２回目以降はあるのかどうかと、アンケートに答えていた



4 

 

だいた事業者の方にどういう形でフィードバックがされるか教えていただきた

い。（委員） 

→ アンケートにつきましては、継続して２年に１回の頻度で調査をしていく予

定である。結果の公表は、わかりやすく整えた上でホームページへ掲載していく予

定である。（事務局） 

 

 （２）令和６年度産業振興施策の進捗状況について 

  ・ 観光まちづくり課から『農水観連携によるコンテンツ創造プロジェクト』、『サテ

ライトオフィス誘致による観光地活性プロジェクト』、『映画「わたのまち（仮）」

制作について』について説明。 

 

  ・ 農林水産課から『地域計画策定』、『知柄漁港及び周辺エリア整備基本構想策定』、

について説明。 

 

  ・ 産業政策課から『次世代につなぐ地場産業活性化プロジェクト』『がまごおり産

業創造プラットフォーム構築プロジェクト』『企業用地適地調査』について説明。 

 

  ・ ありがとうございました。議題３「委員所属団体の取組みについて」を各委員に

説明していただいてからコメント及びご質問をいただきたいと思います。（会長） 

 

 （３）委員所属団体の取組み事例について 

  ・ 豊橋技術科学大学から「蒲郡市・竹本油脂・日本特殊陶業・新東通信４者による

サーキュラーエコノミーの実現を目指した官民合同の「地域ＣＣＵプロジェクト」

について説明。 

 

  ・ 蒲郡市漁業振興協議会から「令和６年度蒲郡市スマート牡蠣養殖実証事業」につ

いて中間報告。 

 

  ・ 蒲郡金融協会から「事業承継支援」について説明。 

 

  ・ 蒲郡商工会議所から『メルカリハロ×蒲郡市スポットワーク活用セミナー』、『令

和６年度おらがの店じまん（一店逸品発掘事業）』、『６重織ガーゼハンカチプレゼ

ント』、『テックスビジョン２０２４ミカワ』、『がまごおり×スタートアップＭｅｅ

ｔＵｐ交流会～ＤＸ夏の陣～』、『はじめてのサーキュラーエコノミーセミナー』に

ついて説明。 

 

  ・ それでは議題２の令和６年度産業振興施策の進捗状況について、議題３の委員所

属団体の取組み事例について、コメント及びご質問を伺いたいと思います。（会長） 
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  ・ 各課、各団体から進捗を報告していただき、しっかり取り組んでいらっしゃると

感じた。我々としても一緒になってやれるところがあれば取り組んでいきたいと

思う。 

資料４の地域計画策定の概要「※令和７年３月末で人・農地プランとして取り扱

う同種取決めは廃止」について、再度説明していただきたい。（委員） 

   → 地域計画をつくる前に、人・農地プランというものがあったが、それが新しく

地域計画に代わるもので、その従前の計画である人・農地プランは、廃止するとい

う意味合いになる。（事務局） 

 

  ・ 蒲郡へ観光地としてたくさんの人に訪れて魅力を感じていただき、リピーターに

なってもらい、最終的には居住地に選んでいただくというのがベストだと思う。そ

の前段階として、多くの方に蒲郡に来ていただきお金を落としていただくことが

大切であると考える。本日お話いただいた多方面の産業施策という点を地域連携

等で面にしていくことで、魅力のあるまちづくりをしていけたらと思う。そして具

体的にどうするか、何をしていくかがこれからの課題となってくるため、ぜひ今後

の産業振興会議で議論していけたらと思う。蒲郡の魅力を発信し続けていくこと

で最終的には産業の発展につながると捉えている。（委員） 

 

  ・ 蒲郡みかんまつりやロンドンバスについては、地域企業や他団体と連携し、蒲郡

の魅力発信ができた良い例であると思う。また、企業用地の件で、説明では候補地

選定の結果、実際には大塚地区で可能性があるぐらいとの説明であったが、多くは

農地であり、町の活性化とはいえ、農地が簡単に減っていくというところは考えて

いかなければならない。一方、農業もこれから国内農業の強化へ向かっていくとこ

ろで、そういった意味では農地整備、企業用地と合わせて考えていけると良いと思

うが、いずれにしても大きな課題が多数あると感じる。（委員） 

 

  ・ 企業用地の件で、事業者の中には、いつ工業用地ができるのかという話が出てい

る。しかし、課題は当然あり、課題を１つずつ乗り越えるスピード感を大切にし、

工業用地を前向きに探していただきたいなと思っている。もう１点、ＴＧＣについ

て大変素晴らしいと感じた。このプロジェクトの戦略はどんな位置付けになって

いるか。（委員） 

   → 戦略としては、地場産業の活性化及びシティセールスの部分で考えている。繊

維産業を見ていただいて、他の中小企業様も、全国・世界に向けて取り組むと活路

が見出せるところを見ていただきたいという思いがある。ＴＧＣのＹｏｕＴｕｂ

ｅ映像は情報発信力に長けており、更にその内訳でいうと、大多数が若年の女性と

いう行政の手が届きにくい層にアプローチできており、若い方が蒲郡に興味を持

っていただくという部分でとても効果的だと思っている。（事務局） 
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  ・ 離職という問題は喫緊の課題である。今の若い方々は、転職に全く抵抗感は持っ

てないと感じる。給与等の待遇改善も重要ではあるが、それ以上に自身がスキルア

ップできるか、給与形態等に満足できるかを求めている。各業界で年功序列から能

力主義へ転換する等、時代の変化に合わせて対応していく必要がある。我々も蒲郡

市をより良くするため積極的に協力していきたいと思っている。（委員） 

 

  ・ ＴＧＣの映像を拝見させていただいて盛り上がりを感じた。シティセールスの側

面で考えると、ＴＧＣ後の蒲郡市ホームページへのアクセス数の伸び率、インフル

エンサーやＳＮＳでどれぐらいタグ付けされたか等を見える化できると費用対効

果が市民から見えやすいと思った。ロンドンバスに関しても同じことを思った。バ

スに乗車した人だけでなく、実際にバスを見た投稿など、数値の見える化はマーケ

ティングの意味で必要だと感じる。産業創造プラットフォームについては、支援側

だけが盛り上がっている状況があると思っている。実際に産業創造プラットフォ

ームを常設でどこかに作るとなった時、本当にそのニーズがあるのか、ニーズを掘

り起こすためにやるということであれば、何のためにやるのか明確にする必要が

あると思う。（委員） 

 

  ・ 知柄漁港の件で、体験交流ゾーンへ海浜公園機能(シャワー、トイレ、駐車場な

ど)を整備し、観光のスポットにする取り組みが広がればよいと思う。また、産業

創造プラットフォームの件について、蒲郡市内で起業意欲のある方などを巻き込

んでいき、ステーションＡｉへの入居等に繋がるような形でできたら、良い取り組

みになると思う。（委員） 

 

・ 知柄漁港の体験交流ゾーンについて、観光面で人が集まるとにぎわいが可視化で

きると思う。まだ具体的な案が出ていないということだが、海浜公園機能(シャワ

ー、トイレ、駐車場など)はどちらかというと成人向けであると感じる。人を集め

るという観点では、子供連れの方が利用していただきやすいような整備すること

が大きなアピールになると考えている。この辺りはどのようなイメージか。（委員） 

   → 具体的な内容は今後検討していくが、家族でも遊びに来ていただいて、海に親

しんでもらえるようなにぎわいを創出していきたいと考えている。（事務局） 

 

  ・ 蒲郡市内企業等に対するアンケートで廃業の欄があったが農業の廃業について、

農地は横展開しづらいところがあるため、もう少し丁寧に見ていく必要があると

思う。また、ＴＧＣについては、盛り上がりに他業界も便乗するような方向性もご

検討いただきたいと思う。地域の中での観光業等の盛り上がりという意味でＳＮ

Ｓへの発信というのは効果的であり、蒲郡の強みを生かしたアピールをしていた

だくと良いと思う。（委員） 
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  ・ 各担当から説明させていただいた事業につきましては、各産業界のご意見を聞き

ながら官民一体となり、取り組んでいくことが必要であると感じている。また、今

年度は国道２３号線のバイパスが全線開通の年となり、人と物の流れが大きく変

わる可能性も高いと考えている。周辺地域から蒲郡市へ働きに来てもらうような

関係人口を増やしていくという施策も考えていく必要がある。今後も各課それぞ

れの施策について効果検証を進めながら、攻めの姿勢で取り組んでいきたいと考

えている。現在の社会情勢の中では、行政だけで施策を進めていくことは難しく、

産学官金連携の場となる産業振興会議は非常に重要である。今後ともより一層の

ご協力をお願いしたいと思う。（委員） 

 

  ・ 施策の推進については、各団体が持っているリソースやネットワークを積極的に

活用し、相乗効果を生み出すことが重要だと考える。今後も更なる成果を上げるた

めに、引き続き取り組んでいただきたい。（会長） 

 

 （４）その他 

  事務局から、『事業者向け省エネセミナー＆個別相談会』、『がまごおり深海魚まつ

り』、『くらふとフェア蒲郡２０２４』、『テックスビジョン２０２４ミカワ』について告

知。 

 


